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市の人口 総数52, 353人（リ」25,272・女27,081）世帯数14,706 (7 月31日現在） 

向ごしかわら 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

Lげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

昭和 60 年 
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●
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 
,
 

キ
サ
サ
ゲ
が
大
き
く
成
長
 

「昭
和
五
十

一
年
に
、記
念
に
も
ら
っ
た
キ
サ
サ
ゲ
 

（
黄
金
樹
）
十
六
本
が
こ
ん
な
に
も
大
き
く
育
ち
ま

し
た
よ
。
」
ー
七
月
三
十
一
日
か

ら
三
日
間
、
本
市
で

開
催
さ
れ
た
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会

に
出
場
の
ユ
ニ
チ
カ
垂
井
チ
ー
ム
（
岐
阜
県
垂
井
町
）
 

の
塩
田
昭
三
監
督
が
、
そ
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
に

こ
や
か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
一
年
に
、
本
市
で
全
日
本
実
業
団
女

子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際

市
で
は
、
参
加
選
手
全
員
に
キ
サ
サ
ゲ
の
苗
木
を

一

本
ず

つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

同
チ
ー
ム
で
は
、
そ
れ
を
会
社
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

片
隅
に
植
樹
し
た
と
こ
ろ
全
部
根
付
き
、
今
で
は
大

き
い
も
の
は
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
 

塩
田
監
督
は
、
大
き
く
育
っ
た
こ
の
キ
サ
サ
ゲ
を

見
る
た
び
に
、
津
軽
の
五
所
川
原
を
想

い
起
こ
し
、
 

今
回
の
遠
征
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
い
う
。
 

市
で
は
今

回
、
市
の
花

の
 
「ノ
ハ
ナ

ン
ョ
ウ
ブ
」
 

を

ー
チ
ー
ム
 

に
三
株
ず

つ
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

全
国
各
地
で

き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て

く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

老
人
ス
ポ
ー
ツ

大
会
開
か
れ

る
 

ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
老
人
の

健
康
増
進
と
生
き
が
い
を
高
め

る
と
と
も
に
、
相
互
の
親
睦
を

深
め
よ
う
と
七
月
三
十

一
日
、
 

市
民
体
育
館
で
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

（
葛
西
専
造
会
長
 
八

十
七
単
位
ク
ラ
ブ
）
主
催
の
ス

ポ
ー
ッ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
各
単
位
ク

ラ
ブ

な
ど
か
ら
約
八
百
五
十
人
が
参

加
し
、
「嫁
探
し
」
「
婿
探
し
、
」
 

や
「ピ
ン
ポ
ン
玉
入
れ
」
な
ど
の

種
目
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
回
は
市
内
三
つ
の

老
人
ホ
ー
ム
か
ら
も
約
五
十
人

が
参
加
。
各
種
目
に
会
員
と
と

も
に
加
わ
り
、
親
睦
を
深
め
合

い
ま
し
た
。
 

本市で女子ソフトボール 

リーク大会 
日本女子ソフトボールリーグ五所川原大会が、 

東北では初めて 7 月31日から 3 日間にわたり、市 

営球場で 6 チームが参加して開かれました。 

大会初日には、森田市長が始球式を行い熱戦の 

火ブタが切られました。 

球場には、夏休み期間中とあって親子づれや中 

・高校のソフトボール部員などが多くみられ、プ

レーを熱心に観戦していました。 
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オ

α
ノ
割
閉
斯

）

!‘ー
オ
ー

、
 

ー
生
活
を

支
え
る
縁

の
下

の
力
持
ち

ー
 

市
下
水
道
の
あ
ゆ
み
 

「下
水
道
工
事
中
 
通
行
止
」
 

こ
ん
な
看
板
を
市
街
地
で

ご
ら
ん
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

う
ち
で
は
去
年
の
春
、
市

の
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
 

る
の
を
待
っ
て
す
ぐ
水
洗
化

し
ま
し
た
。
 

と
て
も
快
適
で
す
ね
。
 

水
洗
化
し

て
何
よ
り
も
良
 

か
っ
た
点
は
、
臭
い
が

無
く
な
っ
た
こ
と
で
す

ね
。
特
に
夏
場
な
ん
か
は
、
 

イ
ヤ
な
思
い
を
し
な
く
て
も

良
く
な
り
ま
し
た
。
 

ハ
エ
も
い
な
く
な
っ
て
衛

生
的
に
な
り
ま
し
た
し
。
掃

除
も
楽
で
す
。
家
族
も
み
ん

な
喜
ん
で

い
ま
す
。
 

工
事
も
わ
り
と
早
く
済
み
、
 

ト
イ
レ
が
全
く
使
用
で
き
な

か
っ
た
の
は

一
日
だ
け
。
 

そ
れ
に
、
工
事
費
用
も
市
 

で
三
十
万
円
ま
で
は
無
利
子

の
融
資
を
し

て
く
れ
ま
す
し
、
 

そ
れ
程
負
担
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

冬
は
、
凍
結
す
る
こ
と
も

あ
る
か
な
ァ
と
思
っ
た
ん
で

す
が
、
そ
れ
も
な
く
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
 

水
洗
化
し
て
良
か
っ
た
な
ァ

と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

ー
 

若
葉
三
丁
目
に
住
む
雇
地
吟

子
さ
ん
は
、

こ
の
よ
う
に
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ト
イ
レ
を
水

洗
化
し
て
 

雇地玲子さん 

上
・
下
水
道
を
人

間
の
身
体
に
例
え
れ

ば
、
上
水
道
が
動
脈

で
、
下
水
道
は
静
脈

の
よ
う
な
も
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
 

し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
本
市
の
こ
の
 

“静
脈
《
は
、
ま
だ

ま
だ
身
体
全
体
に
い

き
わ
た
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
 

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
 

西
ド
イ
ツ
な
ど
の
欧
米
諸
国

の
下
水
道
普
及
率
が
七
〇

ー
 

一
〇
〇
誕
、
日
本
全
体
で
は

三
四
護
に
ま
で
達
し
て
い
る

の
に
比
べ
、
本
市
は
約
二
三

総
。
四
・
四
人
に
一
人
が
下

水
道
を
利
用
し
て
い
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
 

下
水
道
の
整
備
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
大
変
な
努
カ
が
必

要
で
す
。
 

下水道の普及率 

推進工法による下水道本管工事現場 

炊
事
、
洗
面
、
洗
た
く
、
風

呂
、
ト
イ
レ
 
わ

た
し
達
の

暮
ら
し
に
一
日
た
り
と
も
欠
か

せ
な
い
水
。
 

わ
た
し
達
は
、
毎
日
い
ろ
い

ろ
な
用
途
に
水
を
使
い
ま
す
が
、
 

そ
の
使
っ
た
水
の
後
始
末
を
す

る
の
が
下
水
道
で
す
。
汚
水
が

た
ま
ら
ず
、
カ
ゃ
ハ
エ
の
発
生

し
な
い
環
境
を
つ
く
り
、
水
洗

ト
イ
レ
の
使
え
る
衛
生
的
で
快

適
な
暮
ら
し

を
支
え
る
た
め

に
、
 

な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
下
水
道
の
役
割

と
し
て
は
、
雨
水
の
処
理
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
河
川
や
湖
沼

な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、

き
 
 

れ
い
な
川
、
き
れ

い
な
海
を
と

り
戻
す
上
か
ら
も
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
0
 

九
月
十
日

（こ
の
日
を
中
心

と
す
る
約

一
週
間
）
は
、
「
下
水

道
促
進
デ

ー
」
で
す
。
下
水
道

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
 

下
水
道
の

歴
史
 

世
界
的
に
も
有
名
な
ロ
ー

マ

の
下
水
道
は
、
紀
元
前
六

一
五

年
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
 

近
代
的
な
も
の
は
、
十
九
世

紀
後
半
の
コ
レ
ラ
大
流
行
を
き

っ
か
け
に
西
欧
で
普
及
し
ま
し
 
 

こ
れ
は
、
市
が
重
点
事
業
の
ー
 

つ
と
し
て
い
る
下
水
道
事
業
の

一
部
で
す
。
 

市
の
下
水
道
は
、
昭
和
四
十

九
年
六
月
に
計
画
決
定
し
、
同

年
十
二
月
に
建
設
大
臣
の
認
可

を
受
け
ま
し
た
。
全
体
計
画
の

面
積
は
六
四
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
 

う
ち
市
街
地
を
中
心
と
し
た
第

一
工
区
二
四
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
四
十
九

年
に
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
用
地

買
収
を
行
い
、
翌
五
十
年
か
ら

管
渠
工
事

に
、
五
十
三
年
に
は

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
そ
れ

ぞ
れ
着
手
し
、
五
十
九
年
三
月

に
同
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し

た
。
 

こ
の
間
、
松
島
町
と
み
ど
り

町
（
合
わ

せ
て
七
十
七
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
）
を
第
一
工
区
に
加
え
、
 

五
十
九
年
四
月
に
面
積
五
十
四
 

・

六

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
世
帯
数
一

二
八
四
世
帯
で

一
部
供
用
開
始

を
し
ま
し
た
。
現
在
、
第

一
工

区
の
汚
水
管
渠
の
整
備
状
況
は

約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
完
成

ま
で
に
は
あ
と
四
、
五
年
を
要

す
る
見
込
み
で
す
。
 

急
が
れ
る
 

下
水
道
整
備
 

本
市
は
、
市
街
地
を
数
多
く

の
農
業
用
水
路
が
南
北
に
縦
貫

し
て
お
り
、
市
街
地
で
は
、
こ
 
 

れ
ら
を
生
活
排
水
や
雨
水
の
排

水
路
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
農
業
用
水
が
生

活
排
水
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る

な
ど
問
題
を
生
じ
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
農
業
用
水
路
は
、
現

在
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
平

川
幹
線
用
水
路
が
完
成
す
る
と
、
 

ほ
と
ん
ど
水
が
流
れ
な
く
な
り
 
 

ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

生
活
排
水
な
ど
に
よ
っ
て
悪
臭

や
カ
、
 ハ
エ
の
温
床
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

下
水
道
整
備
は
緊
急
を
要
す
る

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
現
在
の
農
業
用
水
路

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
整
備
し

て
雨
水
路
に
使
い
ま
す
。
 

た
。
 

日
本
で
の
下
水
道
は
、
 一
八

七
二
年
（
明
治
五
年
）
東
京
銀

座
の
大
火
後
、
街
路
修
築
と
と

も
に
両
側
の
溝
き
ょ
を
洋
風
に

改
め
た
の
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

o
 
特
に
下
水
道
の
必
要
性
が
痛
感

さ
れ
た
の
は
、
 一
八
七
七
年
に

コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
後
で
、
 

東
京
の
神
田
に
で
き
た
の
が
最

初
で
す
。
 



（第598号） 広報ごしょがわら ③ 昭和60年（1985年） 9 月1日 

ぞ。 

下水道についてのお問い合わせは、市下水
道課（n⑩2111番 内線236・238番）ハ、どう 
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本市は、処理対象人口を昭和65年で総人口60,000人のうち46, 3叩
人と想定しています 

―日当たりの処理能力は、一人ー日最大汚水量を480 2とし、約 

23.助耐の汚水処理か可能なように設計されています。 

ボンプ． 
畢“ よ て“，●1一
汚木や西，‘中羅、とり
汲み轟げ・’L ●‘ 再＊ 
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●
 

，
 

全
 
体
 
計
 
画
 

市
下
水
道
の
全
体
計
画
を
表

わ
し
た
の
が
右
の
図
で
す
。
 

計
画
面
積
は
、
都
市
計
画

の

用
途
地
域
に
準
じ
六
四
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。
 こ
の
う
ち
市
街

地
、
松
島
町
、
み
ど
り
町
の
各

地
区
合
わ

せ
て
三
二
五
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
を
第
一
工
区
、
残
り
三
一
一

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
第
二
工
区
と

し
、
現
在
第
一
工
区
の
汚
水
管

を
重
点
的
に
整
備
中
で
す
。
 

一
方
、
雨
水
の
方
は
ま
だ
着

工
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
六
十
五

年
頃
ま
で
に
は
幹
線
を
整
備
す

る
予
定
で
、
第
一
工
区
が
完
成

し
次
第
、
第
二
工
区
に
着
工
す

る
予
定
で
す
。
 

下
水
道
の
整
備
費
 

下
水
道
の
整
備
に
は
、
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
本
市

が
こ
れ
ま
で
に
要
し
た
費
用
は

約
八
十
三
億
円
。
第
一
工
区
の

完
成
ま
で
に
は
、
更
に
あ
と
五

十
五
億
円
ほ
ど
か

か
る
見
込
み

で
す
。
 

費
用
の
財
源
は
、
④
国
庫
補

助
金
 
②
地
方
債
（
借
金

）
 

③
地
方
交
付
税
 
④
市
税
 
⑤

受
益
者
負
担
金
か

ら
な
り
、
こ

の
う
ち
み
な
さ
ん
に
お
願
い
す

る
受
益
者
負
担
金
は
、
市
単
独

事
業
の
末
端
汚
水
管
渠
工
事
費

の
三
分
の
ー
で
、
全
体
の
約
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
 

水
洗
化
工
事

は
 

三
年
以
内
に
 

下
水
道
の
い
ち
ば
ん
の
目
的

は
、
み
な
さ
ん
の
ト
イ
レ
を
水

洗
化
し
て
、
明
る
く
衛
生
的
な

文
化
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

下
水
道
法
で

は
、
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
る
と
三
年
以
内

に
汲
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
式

便
所
を
、
水
洗
便
所
に
改
造
す

る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
 

工
事
費
用
は
家

屋
の
状
態
、
間

取
り
、
宅
地
の
広
さ
な
ど
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
標
準
世

帯
で
お
よ
そ
四
十
万
円
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
工
事
費
用
を
一
時
 
 

に
負
担
す
る
こ

と
が
困
難
な

方
に
は
、
市
が
三
十
万
円
を

限
度
に
無
利
子
の
融
資
を
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
水
洗
化
さ
れ

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

受
益
者
負
担
金
 

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
 

そ
の
地
域
の
環
境
や
排
水
が

改
善
さ
れ
、
快
適
性
や
土
地

の
利
用
価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
 

そ
の
受
益
の

一
部
を
「
受
益

者
負
担
金
」
 
と
いう
か
た
ち

で
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
 

具
体
的
に
は
、
下
水
道
を

利
用
で
き
る
区
域
の
土
地
所

有
者
（
権
利
者
）
に
対
し
、
 

市
で
は

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
三
百
五
十
円
の
割
合
で

賦
課
い
た
し
ま
す
。
 

下
水
道
使
用
料
 

下
水
道
施
設
を
掃
除
し
た

り
、
修
理
、
改
良
、
運
転
な

ど
の
維
持
管
理
に
は
多
く
の

費
用
が
か
か

り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
み
な
さ
ん
が
流
し
た

汚
水
の
量
に
応
じ
て
、
そ
の

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
水
道
使
用
料
の
六

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
下
水
道

使
用
料
と
な
り
ま
す
。
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ョ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
を
終
え
て
 

本
年
二
月
、
県
が
通
産
省
に

対
し
、
計
画
書
を
提
出
し
そ
の

早
期
承
認
が
待
た
れ
て
い
た
「
青

森
地
域
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
開
発
計

画
」
が
八
月
＋
四
日
、
同
省
か

ら
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
計
画
は
、
高
度
技
術
に
立

脚
し
な
工
業
開
発
を

目
指
す
も

の
で
、
先
端
技
術

の
導
入
、
育

成
と
合
わ
せ
て
、
学
術
研
究
機

関
を
中
心
と
す
る
研
究
・
開

発

機
能
の
充
実
、
人
口
の
定
住
化

を
促
す
都
市
環
境
の
整
備
を

一

体
的
に
推
進
し
よ

う
と
す
る
も

の
で
す
。
 

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
に
あ
た

っ
で
の
本
市
の
位
置
づ
け
は
、
 

青
森
職
業
訓
練
短
大
を
通
じ
て

人
材
養
成
機
能
を
担
う
と
と
も

に
、
工
業
面
で
は
現
在
立
地
し

て
い
る
半
導
体
製
造
業
な
ど
の

よ
り
一
層
の
拡
大
を
図
り
な
が

ら
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連

産
業
の
工
業
団
地

へ
の
導
入
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
併
せ
て
食
料
品
・
家
具

製
造
業
な
ど
の
地
場
産
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

同
計
画
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
 
 

に
よ
り
、
本
市
も
い
よ
い
よ
高

度
技
術
に
立
脚
し
た
工
業
開
発

と
現
在
造
成
、
分
譲
中
の
漆
川

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
も

更
に
弾
み
が
つ
き
、
地
域
経
済

の
振
興
な
ど
、
そ
の
波
及
効
果

は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
積
雪
寒

冷
地
は
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て

の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
本
市
は
先
端
産

業
に
最
適
と
さ
れ
る
き
れ

い
な

水
、
き
れ
い
な
空
気
な
ど
の
自

然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
に
期
待
が
持
た

れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
先
の
国
会
で
成
立
し
 

た
半
島
振
興
法
と
共
に
、
西
北

津
軽
に
と
っ
て
は
地
域
発
展
の

た
め
の
画
期
的
な
好
材
料
と
な

り
ま
し
た
。
 

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
 
英

語
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
技

術
）
と
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ポ

リ
ス
（
都
市
）
と
を
結
び

つ
け
た
造
語
で
『
技
術
集

積
都
市
』
を
意
味
し
ま
す
 

森
田
市
長
は
、
去
る
七
月
＋

四
日
か
ら
二
＋
七
日
ま
で
二
週

間
に
わ
た
り
 
「テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
 

市
出
稼
協
会
の
昭
和
六
十
年

度
総
会
が
八
月
十
六
日
、
市
中

央
公
民
館
に
森
田
市
長
を
は
じ
 
 

構
想
と
地
場
産
業
振
興
行
政
調

査
団
」
の
団
長
と
し
て
、
イ
ギ

フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
 

オ
ラ
ン
ダ
の
四

カ
国
を
海
外
視

談
 
察
し

て
き
ま
し
 

張
 

森
田
市
長
は
 

部
 

Jフ
ー
ー
『
．
ー
 

ー
ス
 
訪
欧
を

終
え
、
 

声
 
「

今
回
、
十
五

玩
 
年
ぶ

り
で
ョ

ー
 

一
社
 

ロ
ッ
パ
を
訪
問

船
 

し
強
く
感
じ
た

潤
 

こ
と
は
、
永
ら

一
 
く
斜
陽
化
が
伝
 

・

ン
 
え
』
ら
れ
て
い
た

ラ
 

こ
れ
等
ョ
ー
ロ
 

め
会
員
な
ど
関
係
者
約
百
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
会
長
で
あ
る
森
 

田
市
長
が
「
青

森
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
計
画
の
承
認
、
 

半
島
振
興
法
の

制
定
、
漆
川
工

業
団
地

へ
の
日

立
の
進
出
な
ど
、
 

本
市
に
と
っ
て

明
る
い
展
望
が

拓
け

つ
つ
あ
り
 
 

ッ
パ
諸
国
で
は
、
今
や
先
端
産

業
導
入
を
テ
コ
と
し
て
、
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
構
想
あ
る
い
は
サ
イ

エ
ン
ス
パ

ー
ク
、
 ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
計
画
に
よ
っ

て
再
起
を
は
か

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
 

青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
 

ま
す
。
出
稼
ぎ
の
な
い
市
を
め

ざ
し
て
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
県
出

稼
対
堕

至
三
上
総
括
主
幹
、
五

所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
の
須

々
田
所
長
、
五
所
川
原
労
働
基

準
監
督
署
の
竹
湯
署
長
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
議
案
審
議
に
入
り
、
 

前
年
度
の
決
算
、
六
十
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
な
ど
を
決
め

た
後
、
役
員
の
改
選
を
行

い
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
日
は
総
会
に
先

立
っ
て
出
稼
ぎ
さ
れ
る
人
の
一
 
 

発
計
画
も
八
月
十
四
日
に
国
の

承
認
を
受
け
た
の
で
、
今
回
の

視
察
の
結
果
を
十
二
分
に
踏
ま

え
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て

の
五
所
川
原
市
の
展
望
を
確
た

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
 
と

決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

人
ひ
と
り
の
血
圧
測
定
な
ど
行

い
、
健
康
で
明
る
い
出
稼
ぎ
の

実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

役
員
に
な
ら
れ
た
の
は
次

の

と
お
り
 

副
会
長
 
野
呂
国
四
郎
、
長
沢

正
美
 

理
事
 
須
藤
輝
一
、
吉
岡
留
四

郎
、
蒔
田
正
美
、
松
川
利
雄
、
 

竹
谷
政
美
、
田
中
三
千
男
、
 

藤
田
勇
勝
、
小
田
桐
秀
則
、
 

監
事
 
佐
々
木
健
一
、
原
信
一
、
 

原
田
信
英
 

（敬
称
略
）
 

リ
ス
、
 

イギI)スのマンチェスター地区ウォーリントン・ 
ランコーン開発公社メルディス部長と懇談 

躍 た
o 

‘
コ 

市
出
稼
協
会

総
会
を

開
く
 

血圧などを測ってもらう会員達 

フランス南部ヴァルボンヌ地区に建設中 

のソフィア・アンティポリス（学術都市） 

西ドイツルール地区ボッフム市の再開発 
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からおでんをもらう子ども達 お母さん 

,
 

本
年
二
月
か

ら
建
設
工
事

を

進
め
て
い

た
「
毘
沙
門

・

長
富
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」
 

が
完
成
し
、
八

月
十
二
日
、
同

セ
ン
タ
ー
で
落

成
式
を
行
い
ま
 
 

し
た
。
 

落
成
式
に
は
森
田
市
長
を
は

じ
め
来
賓
、
地
区
住
民
な
ど
約

百
人
が
出
席
。
 

森
田
市
長
は
、
「毘
沙
門

・
長

富
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
活
動

の
拠
点
と
し
て
こ
の
セ
ン
タ

ー
 

を
大
い
に
利
用
さ
れ
、
行
政
、
 

経
済
、
福
祉
の
向
上
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
 
 

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
毘
沙
門
地
区
住

民
協
議
会
の
泉
谷
正
志

会
長
が
 

「
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 

ー
の
完
成
を
契
機
と
し

て
、
毘

沙
門

・
長
富
地
区

の
こ
れ
か
ら

の
村
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
し

た
い
」
と
挨
拶
、
寺
田
義
雄
市

議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

同
セ
ン
タ

ー
 

は
、
総
事
業
費

約
一
億
一
千
五

百
万
円
、
鉄
骨

平
屋
建
て
、
床

面
積
五
〇
五
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
 

研
修
室
（
百

畳

間
）
、
小
会
議

室
と
礼
法
室
、
 

生
活
改
善
実
習

室
な
ど
を
備
え
 

て
い
る
ほ
か
、
毘
沙
門
支
所
も

既
に
同
所

へ
移
転
し
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
本

年
一
月
に
完
成
し
活
用
さ
れ
て

い
る
農
産
物
処
理

加
工
施
設
も

併
設
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
期

待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。
 
 

お
で

ん
を

食
べ
る

会
 

ー
鳥
森
子

供
会

夏
休
み
最
後
の
日
曜

日
の

八
月
十

八
日
、

鳥
森
子

供

会
で
は
、
神
明
宮
境
内
で
朝

の
ラ
ジ
ォ
体
操
後
「
お
で
ん

を
食
べ
る
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
同
子
供
会
は
、
本
年
四

月
に
発
足
し
た
ば
か
り
。
こ

の
た
め
、
子
ど
も
達
の
連
帯
 

戦
没
者
合
同

慰
霊
祭
 

ー
飯
詰
地
区
 

感
を
育
て
よ
う

と
子

供
会

育
成
会
（
長
尾
正
次
郎
会
長

）
 

の
世
話
人
や
町
内
会
役
員
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
催
し
た

も
の
で
、
親
子
づ
れ
な
ど
約

八
十
人
が
参
加
。
 

子
ど
も
達
は
体
操
で
汗
を

流
し
た
後
、
親
達
が

つ
く
っ

た
お
で
ん
を
お

い
し
そ
う
に

食
べ
な
が
ら
、
夏
休
み
の
思

い
出
な
ど
を
語
り
合
い
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
こ
の
日
は
、
神
明

宮
の
斎
藤
宮

司
と
江
良
町
内

会
長
が
、

子
ど
も
達
に
わ
か

り
や
す
く
「
親
と
子
」
の
話

を
さ
れ
、
子
ど
も
達
は
、
そ

れ
を
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
同
子
供
会
で

は
翌

十
九
日
、
夏
休
み
期
間
中
お

世
話
に
な
っ
た
境
内
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
 

軽
為
信
公
に
攻
め
ら
れ
落
城
し

た
高
楯
城
の
烈
士
と
日
清
戦
争

以
後
の
戦
没
者
（
百
十
五
柱

）
 

に
対
す
る
も
の
で

す
。
 

慰
霊
祭
で
は
黙
と
う
の
後
、
 

藤
森
良
一
遺
族
会
会
長

と
森
田

市
長
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

今
年
は
戦
後
四
十
年
に
あ
た

り
、
出
席
し
た
人
達
は
、
戦
没

者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に

平

和
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。
 

毘沙門・長富コミュニティセンター全景 

研修室で行った落成式 
庭 

飯
詰
の
あ
す
な
ろ
の
家
で

八

月
十
六
日
、
関
係
者
約
六
十
人
 

中
 
が

出
席
し
、
遺
族
会
、

高
楯
城

祉
跡
保
存
会
、
軍
人
恩
給
連
盟

の
三
団
体
共
催
の
飯
詰

地
区
戦

没
者
合
同
慰
霊
祭
が

開
か
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
天
正
十
六
年
に
津
 



麟
翻
欝
委
損
会
轟鰯
 

ー
お
し
ら
せ
ー
 

最
近
に
お
け
る
農
業
を

と
り

ま
く
内
外
の
情
勢

は
、
極
め
て

厳
し
い
現
状
に
お

か
れ
て
お
り

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
現
状
の
打
開
を

は
か
る
た
め
、
農
地
問
題
や
生

産
性

e
高
い
農
業
経
営
、

農
業

者
年
金
、
農
振
法
、
あ
ら
ゆ
る

農
業
問
題
等
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
と
ご
相
談
を
す
る
 
「移
動
農

業
委
員
会
」
を
左
記
日
程
に
よ

り
開
催

い
た
し
ま
す
。
ご
近
所
 

の
方
々
と
お
誘

い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

▽
お
も
な
相
談
内
容
 

農
地
問
題

一
般
、
農
業
者
年

金
制
度
、
農
地
取
得
資
金
、
農

用
地
利
用
増
進
事
業
、
農
地
移

動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
等

▽
指
導
助
言
 

五
所
川
原
地
区
農
業
改
良
普

及
所
、
市
農
林
課
、
各
農
業
協

同
組
合
 

(
 

た
。
 

後
任
に
は
、
陸
上
幕
僚
監
部

人
事
部
人
事
計
画
課
の
米
原
光

朗
企
画
班
長
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
 

前
連
隊
長
の
松
山
さ
ん
は
八

月
五
日
、
新
連
隊
長
の
米
原
さ

ん
は
八
月
十
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ

市
役
所
を
訪
れ
に
な
り
、
森
田

市
長
に
転
任
、
就
任
の
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。
 

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
は
弘
 

森田市長と懇談する米原新連隊長（右） 

円内は松山前連隊長 

陸
上
自
衛
隊
第
三
十
九
普
通
 
八

月
八
日
付
け
で
習
志
野
駐
屯

科
連
隊
の
松
山
省
二
連
隊
長
が
、
 
地
業
務
隊
長
に
転
任
さ
れ
ま
し
 

松
山
連
隊

長
が
転
任
、
後
任
に
米

原
氏
 

ー
陸
自
第
三
十
九

並
遇
科

連
隊
ー
 

婦
人
部
設

立
 

ー
自
衛
隊

協
力

会
ー
 

前
市
に
駐
屯
し
て
お
り
、
昭
和

五
十
八
年
の
日
本
海

中
部
地
震

の
災
害
復
旧
活
動
や
野
里
地
区

山
林
火
災
の
消
化
活
動
な
ど
で
、
 

本
市
は
、
同
連
隊
に
大
変
お
世
 

婦
人
の
立
場
か
ら
自
衛
隊
に

協
力
し
、
会
員
相
互

の
啓
発
と

親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
自
衛
隊

協
力
会

婦
人
部
 

（や
わ
ら
ぎ
会
）
の
設
立
総
会
が

七
月
二
十
五
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン

藤
吉
郎
で
陸
自
弘
前
駐
屯
地
の
 

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
同
連
隊
は
、
幻
の
県
道

と
い
わ
れ
た
小
泊
ー
三
厩
間

の

竜
泊
ラ
イ
ン
全
通
に
も
大
き
な

働
き
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

松
山
省
二
司
令
、
吉
岡
助
役
ほ

か
関
係
者
合
わ

せ
て
約
五
十
人

が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

総
会
で
役
員
と
予
算
を
決
定

後
、
吉
岡
助
役
と
松
山
司
令
が

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

会
長
、
副
会
長
は
次
の
と
お

り
。
 

顧
問
 
高
満
タ
カ
、
会
長
 
中

山
嘩
子
、
副
会
長
 
笠
井
友
子
、
 

栖
崎
裕
子
 

（
敬
称
略
）
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十
九
日
 
九

月
 

十
八
日
 
九

月
 

十
七
日
 
九

月
 

九
月
 

十
三
日
 

九
月
 

十
二
日
 

月
 
日
 

ク ク ク ク 

三
十
分
 
九
時
 
午
前
 

時
 
間
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

毘
沙
門
・
長
富
 

セ
ン
タ

ー
  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

長
橋
 

梅
沢
地
区
研
修

セ
ン
タ
ー
  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

松
島
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

三
好
 

場
 
所
 

ク ク ク ク 

午 

時 後 

時
 
間
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

飯
詰
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

七
和
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

栄
  

産
経
会
館
四
階
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
  

中
川
 

場
 
所
 

就業指導相談員などを委嘱子 

市農業委員会では、農業就業指導相談員、出稼指導相談員

経営確立指導相談員を委嘱しました。 

就業指導相談員は、農家又は農業者の集団などから、農業

後継者や農業機械など農業経営の問題について個別指導相談

を受け、助言、指導を積極的に行ないます。出稼指導相談員

は、出稼期間中の留守農家の営農、種々の問題点、悩みごと

などへの指導助言を行います。経営確立指導相談員はもって

いる知識と経験を生かして経営改善を指導し、地域農業集団

の育成確立を図ります。 

これらの指導相談員は経営拡大、経営事例発表会、農業機

械の効率的利用等、農家又は集団の皆さんのよき相談相手と

して活用してください。 

就業指導相談員 

地 区 氏 名 地 区 氏 名 

松 島 木村 洋吉 三 好 乗田 惇 

栄 木村 正俊 松 島 高橋 永治 

中 長尾 信彦 七 和 阿部 秀幸 

出稼指導相談員 

1ll 区 氏 名 」也 区 氏 名 

中 笠井 実 梅 田 前田 栄司 

三 好 伊藤 春夫 」、 曲 小栗山三郎 

松 島 山内 啓司 長 富 増田 武夫 

七 和 今 致 長 橋 成田 光雄 

飯 詰 今 柾義 旧市内 木村 清秀 

地域農業経営確立指導相談員 

州l 	区 氏 	名 地 	区 氏 	名 
七 	和 斎藤 勝雄 飯 	詰 今 	柾義 
三 	好 伊藤 春夫 松 	島 木村 洋吉 

栄 横山 	諭 中 笠井 	実 

旧市内 木村 清秀 小 	曲 小栗山三郎 

長 	富 増田 武文 長 	t喬 松野泰太郎 

旧市内 野呂 邦雄 松 	島 高橋 永治 

七 	和 阿部 秀幸 松 	島 境谷 博顕 

長 	橋 今 	春美 中 奈良 孝男 
七 	和 宮崎 竹治 栄 木村 正俊 
七 	和 小笠原勝幸 飯 	詰 越谷 正博 



詠進歌 お題は「水」 です 

  

レお題 「水」 

レ詠進要領 自作の歌で一人一首とし、未発表のものに限りま 

す。 

用紙は半紙（習字用の半紙（白紙, がよいJ とし、毛筆で自 

書のこと。 

書式は半紙を二つ折りにし、開いて右半面にお題と歌、左半 

面に郵便番号、住所、氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日及

び職業を（なるべく具体的に）書いてください。 

レ詠進の期問 9 月1日から10月12日まで（当日消印有効） 

レ送り先 

郵便番号 100、東京都千代田区千代田1番1号、宮内庁 

（封筒に 「詠進歌」と書き添えて下さいJ 

⑦ 昭和60年（1985年） 9 月1日 
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結核検診を受けましよう 

レントゲン撮影は着衣のままできますが、金具（ネ

ノクレス等）は外してください。また、配付の受診票

に記入の上ご持参ください。受診票は検診車にも準備

してあります。検診の結果は、精密検査が必要の方に

後日通知いたします。 

詳しいことは市衛生課（fl⑩2111 内線272番）へど 

うぞ。 

都合の良い場所で受けられます。 

時 	間 

9
月

1
8B
（水
）
 
 

豊 
俵 	ル 俵ル集会所前 
原 	子 阿部タキ宅前 

コミュ二テイハウス原子前 
羽野木沢 コミュ二テイセンタ一七和前
持子沢 三上商店前 
高 	野 高野文化センター前 
前田野目 福士商店前 

大坂登宅前 

西塚商店前 

9 : 30- 9 : 50 
10:00一一 10:20 
10: 30-lO : 50 
n: oo~ii : 20 
11: 30-i1 :50 
13: 00-13 : 20 
13 : 30-14 :20 
14 : 30-14 : 50 
15 : 00-15 : 20 
15 : 30-15 : 50 

9
月

1
9B
（
木）
 
 

一
 

 ノ
 
タ
 

松
 
島
 

 

Iー
 
い
、
 

 

セ
 
前
 
前
 

一
一
郎
一
前
ン
春
夫

ュ
六
甚
館

キ
光

俊

悪
宮

川
金

漆
吹
米

テ
宅
郎
 
コ
宅
宅

コ
渋
工
児

木
毛

安

戸
田
田
山

川
畑
田

イ
前
宅
 
宅
前
前

ミ
谷

藤
童
村

内
田
  

9 : 30- 9 : 50 
10 : 00-10 :20 
10 : 30-10 : 50 
1l 】 00-li : 20 
13 : 0O-13 :20 
13 : 30-13 :50 
14 : 00-14 :20 

9
月

2
0B
（
金
）
 

 

福 	山 石岡給油所前 
野 	里 野里公民館前 
神 	山 成田直正宅前 
松野木 仙庭幸市宅前 
福 	岡 佐々木商店前 
若 	山 若山公民館前 
石 田坂 集会所前 
戸 	沢 斎藤精米所前 

9 】30- 9 】 50 
10 : 00-b0 : 20 
10 : 30-b0 : 50 
ii :00-n :20 
13 : 00-13 :20 
13 : 30-13 : 50 
14 : 00-14 : 20 
14 : 30-14 : 50 

9
月

2
4日（
火
）
 
 

馬 	性 馬性集会所前 

前 	落 山内啓司宅前 
中 	村 小野千代造宅前 
一野坪 対馬静賢宅前 

石 	畑 石畑集会所前 
太 JJ 打 山形豊太郎宅前 
桃 	崎 葛西勘之丞宅前 
尻 	無 新谷電気商会前 

十 

9 : 30- 9 : 50 
10 : 00-b0 : 20 
10 : 30-b0 : 50 
ii: 00~li : 20 
ii: 30-il : 50 
13: 00-13 : 20 
13 : 30-13 : 50 
14 : 00-14 : 20 
14 : 30-14 : 50 

9
月

2
5B
（
水
）
 

 

湊団地 湊集会所前 
田 	町 白衣神社前 
本 	町 ①カサイ駐車場 
錦町、幾島町 新岡肥料店前 

寺 	町 木村石油寺町給油所前 
大 	町 川要駐車場前 

9 : 30-b0 : 00 
10 : 10-b0 : 40 
10 : 50-li : 20 
ii: 30-12 : 00 
13 : 20-13 : 50 
14 : 0O-14 : 30 

おtblt 
みんなの健康教室 

レ日時 9 月27日（金） 午後1時 

ン場所 市保健センター 

D講師 佐藤仁先生（佐藤仁外科胃腸科医院長） 

）テーマ 「戦後の医学教育について」 

主催 北五医師会 市民保健協議会 

看護教室へどうぞ 

老後の健康管理について、 レクリエーション をとお ， 

しながら学んでみませんかノ 

）日時 9 月17日（火） 午前10時～12時 

）場所 市老人福祉センター 

Dテーマ ゲーム、趣味を楽しんで 

主催 日本看護協会北五地区支部 

Iノノ、ビリ看護教室 
脳卒中患者さんを看護している家族のみなさん、家庭でで 

きる理学療法、看護法について一緒に勉強してみませんか。 

レ日時 9 月26日（木）-27日（金）午前10時～午後 3 時30 
分。 

レ場所 市保健センター 

レ内容 ①家庭看護法 ②理学療法（理学療法士によるJ 
レ対象 在宅脳卒中患者さんとその家族、およびリハビリ看 

護に深い関心をおもちの方。 

レ希望人員 20人 

＞料金 無料です。 

＞申し込み期間 9 月 1日～20日 

レ申し込み先 市衛生課（ft⑩21 Ii 内線268番） 

レその他 昼食持参のこと。活動しやすい服装で参加願います。 

「移
動
保
健
所
」
 

を
開
設
し
ま
す
 

五
所
川
原
保
健
所
で

は
、
次
 

の
日
程
で
「

移
動
保

健
所

」
を
 

開
設
し

ま
す
。
 

▽
日
時
 
九
月
十

二
日
（
木

）
 

午
前
九
時
三
十
分

、
十
一
時

▽
場
所
 
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン

タ
ー
三
好
 

▽
実
施
内
容
 
身
長
、

体
重
測

定
、
血
圧
、
心
電
図

検
査
、
尿
・

血
液
検
査
、
栄
養

指
導
、

保
健

指
導
、
総
合
健

康
診

断
等
を

行

い
ま
す
。
 

料
金

は
無
料
で

す
。

お
気
軽

に
お

い
で
下
さ
い
。
 



みんなで守ろう納税期日 

9 月30! に1: 

国民健康保険税 第 2 期 

固定資産税 第 3 期 

の納期限です 

昭
和
五
十
九
年
度
の
市
税
納

期
内
完
納
被
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
連
続
三
十
年
納
期

内
完
納
が
表
彰
該
当
年
数
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
被
表
彰
 

者
で
住
所
変
更
な
ど
に
よ
り
氏

名
、
完
納
年
数
に
違

い
が
あ
る

場
合
は
市
収
納
課

（
廿
⑩
二
一

一
一
番
 
内
線
二
〇
二
番
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昭

和
五
十
五
年
度
に
市
の
表
彰
規

程
が
改
正
に
な
り
市
税
の
納
期

内
完
納
表
彰
制
度
は
五
十
九
年
 

▽
本
庁
地
区
 

ク
 

ク
 

七
ッ
館
 

ク
 

度
限
り
で
終
り
と
な
り
ま
す
。
 

◇
納
期
内
完
納
被
表
彰
者
数

三
十
年
 
四
十

五
人

完
納
表
彰
式
 

マ
日
時
 
九
月
十
日
（
火
）
午

前
十
時
三
十
分
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館

二
階
 

み
ど
り
町
八丁
目
 

佐
々
木
 
当
 
起
 

▽
梅
沢
地
区
 

▽
長
橋
地
区
 

	

V 	V 
下 飲飯神野豊長 中 

	

岩 ク ク ク ク 詰 	 橋 ク ク 
崎 詰地山里成地 泉 

	

区 	 区 
岡太漬中横長 高小工 成大大 

田 
田 田館谷山峰 橋桐藤 田谷谷 

鉄義友真武 直柾五 辰慶一 
瑳 	 五 

雄雄市夫則弦 一郎郎 雄作雄 

下
岩
崎
 

中
 
泉
 
大
 

ク
 

ク
 

ク
 ク

 
大

ク
 

成
 

五
 
郎
 

柾
五
郎
 

直
 

一
 

	

V 	 V 

	

田史 	 鶴 藻三 下 
ill ク ク ク ク ク ク ク ケ ク ク 	好 ク ク ク ク 岩 

	

川塑 	 岡 川地 崎 

	

区 	 区 
奈 開小小小小小小一竹一一 田 其其坂坂 

計 	山笠笠 
良 米内原原野野野戸谷戸戸 辺 田 田本本 

四 
十た 啓清金春毒昭定辰清 慶 洋鍛早ヤ と 
五 	 一 四 
名 け 治見春造郎憲男郎一一喜 三雄苗ェみ 

昭
和
五
十
九
年
度
市
税
納
期
内
完
納
 

被
表
彰
者
は
四
十
五
人
 

下
岩
崎
 

V 
姥栄新柏敷本 

ク Si クク→→一地鼻厚鼻 mf ククク簿 mfmf 
館 落亡町町町町 町町町 

ー区 
田斎藤藤木 宮新小葛小新佐木村福 

山 々 
川藤田 田村 崎谷嶋西内山木村上士 

忠和 と せ輿 ト 専修武 貞 純周 
惣 

博起造俊み い 治 シ 造導夫一昭一蔵 

完
納
被

表
彰
者
（
三
十年
）
 

一
 

ク
 

ク
 

×こざい ましたノ 

／ご協力ありがとう× 
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「
歴
史
の

道
（
銅
の
道
）
め
ぐ

り

」
 

参

加
者
募

集
 

▽
日
時
 
九
月
十
五
日

（日
）
 

午
前
七
時
発
ー
午
後
六
時
二
十

分
着
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
鶴
田
 

ー
板

柳
ー

碇
ケ
関

ー
錦
木

塚
 

（
秋
田
県
鹿
角
市
）

ー
マ
イ
ン
ラ

ン
ド
尾
去
沢

・
史
料
館
ー
大
湯

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
ー
十
和
田

湖
ー
黒
石
ー
板
柳
ー
鶴
田
ー
五

所
川
原
 

▽
集
合
時
間
・
場
所
 
午
前
七

時
 
中
三
デ
パ
ー
ト

（
市内
本

町
）
前
 

▽
会
費
 

一
人
四
千
六
百

円
 

（
見
学
料
、
昼
食
代
含
む
）
 

・

ソ
【
中
【
古
古占
〈
〈
占
〈
古

占
ソ
ソ×
占
占
 

防
火
管
理
に
関
す
る

講
習
会
 

消
防
法
施
行
令
第
三
条
第

一

号
に

基
づ

く
防

火
管
理
者
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
 

▽
日
時
 
九
月
二
十
六
日
、
一
一

十
七
日
、
午
前
八
時
三
十
分

ー
 

午
後
四
時
ま
で
 

▽
場
所
 
産
経
会
館
五
階
大
会

議
室
（
市
内
岩
木
町

）
 

マ
受
講
料
 
三
、
五
〇
〇
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）
 

▽
申
し
込
み
期
間
 
八
月
十
一
一

日
ー
九
月
十
五
日
 

そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
 
 

▽
申
し
込
み
先
 
青
森
市
大
字

松
森
字
佃
 
青
森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

（
。
 

〇

一
七
七
＠
一
〇
六
四
番
）
 

▽
受
付
時
間
 
午
前
八
時
三
十

分
ー
午
後
四
時

（日
曜
日
は
受

付
し
ま
せ
ん
。）
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
九
月
十
一
一
 

［口
 

▽
そ
の
他
 

会
費
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
参
加
者
が
三
十
八
名
以

下
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
消
防
本
部
予
防
課
予

防
係
（
廿
⑩
二
〇
一
九
 
内
線

二
五

・
二
八
番
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

特
別
講
習
 

（
み
な
し講
習
）
 

▽
日
時
 
九
月
二
十
七
日
（金
）
 

午
後
七
時
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
対
象
者
 
十
月
一
日
か
ら
来

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

更
新
す
る
人
。
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
九
月
＋
日

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
交
通

安
全
協
会
（
。
⑩
五
六
五
〇
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

・

x
〈
・
マ
苫
中
×
中
×
中
呂
中
一
・×中
苫
占
・v苫
・
ソ
苫
そ
マ
苫
・

×
・
】
中
マ
マ
マ
呂
＋
マ
苫
＋
ソ
“

マ
苫
・
“
×
・
一
！
マ
マ
マ
】

・z
・
 

r
 



―おくのほそ道・出羽路行― 
ン期日 10月17日～20日 

レ会場 国立岩手山青年の家ほか 

＞対象 学生、 一舟受 

レ定員 50人 

）経費 11 .000円（宿泊費、食費、見学料等） 

レ申し込み方法 往復ハガキに 「氏名、年齢、男女 

別、住所、電話番号、職業、勤務先（又は学校名） 

入所時の青年の家の送迎バス利用の有無」 を記入

の上、10月 3 日までに 〒0 2 0- 0 1 岩手県

岩手郡滝沢村大字滝沢 国立岩手山青年の家（廿 

0196⑩4221番）へお申し込みください。 

主催 国立岩手山青年の家 

⑨ 昭和60年（1985年） 9 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第598号） 

月日 実 	施 	場 	所 実施時 間 

ロ
百
師
品
 

飯 	詰 支 	所 	前 

下 岩崎 集 	会 	所 	前 

13: 30-14 :00 
14 :10- 14: 30 

1
0
 

 

日
因
 

共 	栄 集 	会 	所 	前 

長 	富 集 	会 	所 	前 

毘沙門 泉 谷 正 志 宅 前 

桜 	田 公 	民 	館 	前 

沖飯詰 集 	会 	所 	前 

川 
種 	井 集 	会 	所 	・前 

50205020
50
20
50 

30003000
30
00
30 

？ 

一 

一 

一 一 一 

一 

9101011
11
13
13 

9101011
11
13
13 

m
月

2
日
困
 

店
 
宅
所
 
宅

中
 

田
馬
 

内

川

川
岡

田

尾
山

畑

柳

十

漆
石
米

水

金

吹
唐

吉

神
寺
対

集
児
毛

T
  

前

前
前

前
前

前
前

路

商
社
 

字
 

武
精

会

童
光
 

道
米
所
館

春
 

野
 

笠
  

3000300030

00
30
00 

5020502050
20
50
20 

、 、 一 、 、 

一 一 一 

910101111
13
13
14 

910101111
13
13
14 

1
0月

3
日
困
 

前
前
前
前
前
前
 

集

神
消
市

工
ド
 

蓮

実
田
館
井
 

姥

稲
広
七

浅
 

社
屯

栄
 

イ

所
 
支

容
ノ

会
 

協
理

ブ

湊
 
ッ
 斤

月

所

昂
 

防

農
藤
”
 
一
 
斎
 

 

9 : 30- 10: oo 
10: 1O-1O : 30 
10 : 40- ii: oo 
ii: io~ii :30 
ii: 40-12 :oo 
12: 10-- 12: 30 

1
0月

4
日
固
 

豊 	成 り 	ん 	ご 倉 庫 	前 

俵 	元 警 	鐘 	台 	前 
原 	子 コミュニテ イハウス原子前 

前田野目 西 	塚 	商 	店 	前 

派 	立 新 	谷 	啓 	宅 	前 

高 	野 神 	社 	前 

9 : 30- 9 : 50 
lo: oo~io: 20 
10: 30-Il :00 
ii: io-ii : 40 
13: 00-13 : 20 
13: 30-13 :50 

m
月

7
日
の
 

松島町 八 丁 目 バ ス 停 前 

松島町 松 	島 	ス 	ト 	ア 	前 

松島町 松 	島 	会 	館 	前 

田園調布 藤 	巻 	商 	店 	前 

鎌 谷町 防 災 セ ン タ ー 前 

平和町 集 	会 	所 	前 

田町・栄’f 	i'i 	衣 	神 	社 	前 

~日 市内 市 民 文 化 会 館 前 

9 : 30-- 9 : 50 
10 : 00- io :20 
10: 3o-io :50 
ii: oo-ii :20 
ii】 30-li :50 
13: 00-13: 20 
13:30-13: 50 
14: 00-14 :20 

m
月

8
日
因
 

下平井町 老 	人 	ホ 	ー 	ム 	前 

I日 市内 敷 	島 	分 	院 跡 地 

1日 市内 斎 	勝 	駐 	車 	場 

末広町 保 	健 	所 	前 

小 	曲 集 	会 	所 	前 

小 	曲 秋 田 谷 旅 館 前 

9 :30- 9 :50 
10: 00-10:20 
10 : 30-10 : so 
11: 00-il : 20 
11: 30-il :50 
12 : 00-- 12 : 20 

1
0
 1
1
1
日
困
 

新 	宮 集 	会 	所 	前 
若 	葉 森 	の 	家 	前 
田 	川 奈 	良 	商 	店 	前 
高 	瀬 集 	会 	所 	前 
鶴 ケ 岡 コミュニテイセンター三好前 

L 藻川 農 	協 	倉 	庫 	前 
下藻川 消 	防 	屯 	所 	前 

9 :30- 9 : 50 
10 : 00- 10 : 30 
10:40-li: 00 
11:10-li: 30 
u: 40-i2 : 00 
13: 00-13 :20 
13: 30-13 : 50 

狂犬病予防注射と登録 
前回 4 月10日から 4 月25日までに狂犬病予防注射と登 

録を受けられた犬については必要ありません。 

狂犬病予防注射が年 1回に改正されました。 

レ予防注射年 1回（新しいワクチンが開発されましたの 

で従来の年 2 回注射（春・秋）が60年度から年 1回だけ 

の予防注射で済みますJ 
N犬の登録は従来どおり年 1回 

0安くなる手数料 

予防注射の改正に伴い、年間手数料が下記のようにな 

り、飼い主の負担が少なくなります。 

犬の注射・登録手数料表 

旧 新 

春 秋 年 1回 

注射手数料 円
  1

 
.
 
 
6
 
0
 
0
 

 

円 
1,600 乙700円 

登 	録 	料 2,100 2,100 
計 3,700 1,600 4,800 

年間手数料 5,300 4,800 

⑨飼い主の皆さんへ 

(1)}繊 L2)Q) 	姦ミと） 3万円以下の罰金 

※放し飼いは事故のもとです。他人に迷惑をかけますの

で絶対にやめましょう。 

予防注射日程 ※都合の良い場所で受けられます。 

月日 実 	施 	場 	所 実施時間 

9
月

2
6H
困
 

みどり町 コミュニテ イセンタ一栄前 

梅 	田 成 	田 	床 	屋 	前 

梅 	田 支 	所 	前 

中 	泉 集 	会 	所 	前 

羽野木沢 コミュニテイセンターヒ和前 

持子沢 三 	上 	商 	店 	前 

9 :3o-1o:oo 
10: i0-10 : 30 
10: 40-il :00 
ii: 10-il :30 
ii: 40-12 :10 
13: 00-13 :20 

9
月

2
7日
固
 

商
文
 

集
公
 

木
治

会
精

前
前

前

字
前
前
前

前

山

里
山
木

岡
山

坂
沢

福
野

松
十

佐
石

集
斎

福
野

神
松
福
若

石
戸

会

民
 

商

男
所

米

山
里
，
 

々
岡
 
藤

所

館

店
 
店
宅
 

所
 

野
 

田
  

5020502050

20
50
20 

3000300030
00
30
00 

一 、 一 

一 一 一 一 

、 

910101111
13
13
14 

91010iiii
13
13
14 

9
月
加
日

⑨
 

ス
静

会
俊
 

停

賢
所

一
 

桃
一

馬
平
興
飯

バ

対

集
渋

竹
秋

前
前

前
前
前

前

崎
坪

性
町
隆

詰
 

宅
 
宅

店
店
 

馬
 
谷
内
元
 

商
商
  

9 :30- 9 :50 
10: 00-lO :20 
10: 30 ---10 :50 
ii: 00-li : 20 
ii: 30- 1i: 50 
13: 00- 13:20 

) 3 万円以下の罰金 

J 

J 



十

月
「

日
 

国
勢
調

査
 

に
ご
協
力
を
 

マイホームと税金 
マイホームを持ったときには、通常、売買契約書や所有権

ぐこ＞ 移転登記などの際に印紙税や登録免許税、不動産取得税がか

かります。 

また、一定の要件に該当した場合には、入居した年から 3 
年間、所得税の住宅取得控除が受けられます。 

詳しくは、最寄りの税務署や税務相談室にお尋ねください。 

。
 

、
 

  

ン
 

 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供
 

髭
面
の
裏
に
気
弱
な
僕
が
居
る
 

草
 

林
 

理
の
合
わ
ぬ
話
き
っ
ぱ
り
拒
絶
す
る

ま
む
し
酒
母
は
す
ず
め
の
涙
ほ
ど

知
恵
の
輪
が
俺
の
頭
を
廟
笑
う

逆
境
と
思
え
る
過
去
が
懐
し

い
 

け
ん
じ
ろ
う
 

策
 

仙
 

げ
 
る
 ー

 

一
 

占
「］
 

木
 

ー
 

／
ー
 

川 

柳
 

▽
受
講
資
格
 
ど
な
た
で
も
 

▽
受
講
申
し
込
み
締
切
 
十
月

十
日
 

詳
し

い
案
内
書
ご
希
望
の
方

は
、

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
氏
名
、
 

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
ニ
ー
 

三
十
六
 
N
H
K
学
園
c
T
係

へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
（案
内
書

は
無
料
で
す
。）
 

▽
試
験
日
 
十
一
月
八
日
（金
）
 

▽
試
験
場
 
県
教
育
庁
学
務
課

分
室

（
青
森
市
新
町
二
丁
目

三
番
一
号
）
 

▽
願
書
受
付
期
間
 
八
月
十
一
一
 
 

九

・
十
月
の
 

天
気
予
報
 

九
月
 
前
半
は
晴
れ
る
日
が
多

く
暑
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
後

半
は
く
も
り
や
雨
の
日
が
多
く

な
る
で
し
ょ
う
。
 

十
月
 
前
半
は
く
も
り
や
雨

の

日
が
多
い
で
す
が
、
後
半
は
晴

れ
る
日
が
多
く
な
る
見
込
み
で

す
。
 

（
青
森
地
方
気
象
台
）
 

就
学
義
務
猶
予
免
除

者
の
中

学
卒
業

程
度
認

定
試

験
 

日
（月
）
ー
九
月
十
一
日
（
水
）
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委

員
会
学
務
課
（
。
⑩
二
一
一
一

番
 
内
線
二
四
七
番

）
へ
ど
う

ぞ
。
 

「愛の献血」 お願いします 
日 午 	前 午 	後 

9 月 

4
困
 

一
ン
 

レ
 
ス
 

m
ラ

大
  

2
:
0
0
 

lf
)
 

 

前
  

1: 30- 4 : 00 
東北電気工事（株）前 

（五一中通り） 

13 1
南
 
『

備
 

0
場
 

弘
 
‘

整
姥
 
か
工
落
 
前
 

・
・
会
上

・
・腸
町
  

.
4
 井

白
 
生
 
か
胃

平
 
叩
病

ー
 
院
 

 

24 0
:
0
0
 

 「
宇
 

 

1.30- 4:00 
マルトモデバート 

駐車場前 

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
 

特
別
弔
慰
金
の
支
給
 

戦
後
四
十

周
年
に
あ
た
り
、
 

国
は
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
、
 

あ
ら
た
め
て
弔
慰
を
表
す
と
い

う
趣
旨
か
ら
同
特
別
弔
慰
金
支

給
法
の
一
部
改
正
を
行
い
、
次

に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

支
給
額
は
三
十
万
円
で
、
十

年
償
還
に
よ
る
無
利
子
の
記
名

国
債
で
」
父
付
さ
れま
す
。
 

▽
交
付
対
象
 

①
戦
没
者
の
死
亡
年
月
日
が
昭

和
六
年
九
月
十
八
日
以
降
で
、
 

公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
人
で

あ
る
こ
と
。
 

②
遥
族
は
本
年
四
月
一
日
（
以

下
 
「基
準
日
」
 
と
いう
）
現

在
に
お
い
て
、
戦
没
者
に
か

か
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
給
付
を
受
け
て
い
る
 

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
、
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。
 

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
、
証
券
な
ど
 

②
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
 

総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
 
 

人
が
い
な
い
場
合
で
あ
る
こ

と
。
 

▽
相
続
人
請
求
 

請
求
す
べ
き
遺
族
が
、
本
年

四
月
一
日
以
降
死
亡
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
相
続
人
が
請
求

で
き
ま
す
。
 

▽
請
求
手
続
 

市
役
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
が
、
戸
籍
書
類
、
印
鑑
な
ど

が
必
要
で
す
。
 

▽
請
求
期
限
 
昭
和
六
十
三
年

六
月
十
三
日
 

支
給
さ
れ
る
遺
族
の
範
囲
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
の
市
民

課
恩
給
担
当

（
。
⑩
二
一

一
一

番
 
内
線
二
八
〇
番
）
ま
た
は

県
障
害
福
祉
課
援
護
班
（
廿
〇

一
七
七
⑩
一
一
一
一
番
 
内
線

二
二
九
七
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送

り
返
さ
れ
た
も
の
 

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人

ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方

で
も
結
構
で
す
。
お
心
当
た
り

の
方
は
、
青
森
税
関
支
署
（
青

森
市
青
柳
一
丁
目
一
番
一
号
 

（
。
〇
一
七
七
⑩
ひ
七
八
〇
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

年
金
住
宅
融
資
 

年
金
住
宅
融
資
の
今
年
度
第

二
回
申
し
込
み
受
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険

の
被
保
険
者
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 
九
月
三
十
日
ま

で
 

▽
対
象
 
住
宅

の
新
築
、
購
入
、
 

住
宅
改
良
等
 

▽
融
資
額
 
所
要
資
金
の
八
割

以
内
で
最
高
一
千
万
円
ま
で
（年

金
加
入
期
間

に
よ
る
）
 

▽
利
率
 
一
般
住
宅
 
年
利
六
 

・

〇
％
 
大
型
住
宅
 
年
利
六
 

・

八
％
又
は
七

・
二
％
 

▽
返
済
期
間
 
十
年
か

ら
三
十

五
年
ま
で
。
詳
し
く
は
、
県
保

険
課
、
県
厚
生
年
金
勤
労
者
住

宅
協
会

（
。
〇
一
七
七
⑦
二
〇

七
七
番
）

へ
ど
う
ぞ
。
 

N
H
K

学
園
秋
の
通
 

信
講
座
受
講
生
募

集
 

▽
講
座
名
 
書
道
、
硬
筆
、
楽

し
い
母
と
子
の
書
き
方
、
簿

記
、
俳
句
、
短
歌
、
古
典
、
 

美
し
い
日
本
語
、
文
章
、
絵

画
、
囲
碁
、
英
語
、
数
学
、
 

国
語
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真
、
 

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
十
六
講
座
。
 

ど
の
講
座
も
自
分
の
力
量

に
適
し
た
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

終
戦
当
時
の
引
き
揚
げ
者
の

方
々
へ
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